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Ⅰ．序章 
 日本は総人口の減少と人口高齢化率の上昇によって、労働力、人口構造、年金、医療、

介護など様々な面から問題が生じ、その影響は軽視できない。急速な高齢化の進行に伴い、

高齢者の積極的な社会参加が求められていると共に、高齢者が｢社会の構成員｣として自ら

の価値を発見し、充実した人生を過ごすことが課題となっている 

Ⅱ．先行研究 

高齢者のボランティア活動に関する研究は数多く行われており、大きく分けて「高齢者ボラ

ンティアの特性」と「ボランティア活動が心身に及ぼす影響」に分類される。しかし、高齢者

の介護予防ボランティア活動をいかに活性化させるかの研究はなされていない。 

Ⅲ．研究の目的と意義 
 本研究は介護予防推進ボランティア活動への参加頻度に関連する参加者たちの特性の違い

を明らかにすることを目的とした。本研究で得られた成果は、介護予防ボランティア活動の

活性化を図る方策の確立に役に立ち、高齢者の新しいライフスタイル構築に寄与するもの

と考えられる。なお、本研究でのボランティア活動はポイント還元を行うため、有償ボラ

ンティア活動に位置づけられる。 
Ⅳ．研究方法 
 1．調査対象：対象者は東京都町田市で行う高齢者の介護予防推進ボランティア活動に登録

された６５歳以上の高齢者 113 人である。有効回答数は 45 人(40%)であった。 
 2．分析方法と調査項目：調査項目は①介護予防ボランティア活動への参加頻度②基本属性

（年齢、性別、世帯構成、親しい友人・仲間数、仕事の有無）③主観的健康感④生活満足度⑤

精神的自立性⑥活動参加への家族からの協力⑦他のボランティア活動への参加状況⑧他のボ

ランティア活動への参加意向⑨活動への参加きっかけ⑩活動内容である。本研究は、介護予防

推進ボランティア活動への参加頻度を低位群(0～34)と高位群(35～60)の 2 群に分け、その活

動への参加頻度を従属変数とした２項ロジスティック回帰分析で行った。 

3．調査期間：２０１０年４月１～６月３０日 
4．調査方法：自記式調査票を用いた郵送調査を実施した。 

Ⅴ．分析結果 

 介護予防ボランティア活動への参加頻度に対する関連への要因を整理すると、男性、高

齢者のみ世帯、仕事をしていない、目的指向性尺度の得点が低い、家族が介護を受け、世

話になった経験があるとする者のほうが活動への参加頻度が高い傾向にあった。これらの

変数のうちロジスティック回帰分析で有意となったのは性別と目的指向性尺度のみで

あった。 

Ⅵ．考察 

１． 介護予防ボランティア活動への参加頻度  

 介護予防ボランティア活動でのスタンプ数の平均は 27.3 個／年であった。今回、対象者

とした介護予防ボランティア活動への参加者は、他のボランティア活動へ参加している割合も

約 8割と高く、複数のボランティア活動に関係している集団であり、ボランティア活動全般へ
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の参加頻度はよりもっと高い者であるといえる。 

２． 介護予防ボランティア活動への参加頻度に関連する要因 

 介護予防ボランティア活動への参加頻度は、男性の方が女性より有意に高かった。介護予

防ボランティア活動を活性化するには、男性に対しては先行研究 7）12）でも指摘されているよ

うに、男性のボランティア活動への参加をいかに促すかの対策が何よりも必要である。ボラン

ティア活動への参加は積極的であるが、一方、参加頻度が低い女性に対しては、活動参加後、

いかに活動参加を活発化させるかに対する対策が求められるといえよう。 

世帯構成については、高齢者のみ世帯が活動への参加頻度が高く、2世代·3世代世帯が活動

への参加頻度が低いという傾向がみられた。若い世代の家族との交流が多い2世代・3世代世帯

とは違い、家族との交流が希薄である高齢者のみ世帯は、様々な活動を行うことにより、友人

や社会とのつながりを求めようとすることからボランティア活動への参加頻度が高かったの

ではないかと推察される。 

ボランティア活動をしている者の特性として、無職 9）であることが示されている。仕事の有

無について、本研究では介護予防ボランティア活動と有意な関連はみられないが、仕事をして

いない者がしている者より活動への参加頻度が高い傾向がみられた。仕事をしていない者は、

活動に参加しやすいだけではなく 9）、活動への参加頻度も高くなることが推測される。 

 精神的自立性下位尺度である、目的指向性は得点が高いほど活動への参加頻度が低いと

いう結果であった。本来であれば、目的指向性が高い者が活動への参加頻度が高いのだが、

本研究ではそれとは逆の結果を得ることになった。本研究の対象者は「いきいきポイント

制度」活動だけではなく、他のボランティア活動への参加もきわめて活発であるため、む

しろ目的指向性が高い者は他のボランティア活動への参加頻度が高い可能性がある。それ

で、「いきいきポイント制度」活動においては、逆の結果になっているのではないかと推

測される。 

活動への参加きっかけと活動への参加頻度との関係では、家族が介護を受け、世話になった

者がそうでない者より活動への参加頻度が高い傾向があった。家族の介護をきっかけに、社会

参加活動と結びつき、恩返しとして社会貢献ができる活動を行おうとする意識が高いため、参

加頻度も高くなったと考えられる。 

３． 本研究の限界と課題 

 第一に、本研究は町田市のボランティアセンターを通じて調査を行ったため、内容と

量的に制限があった。第二に、本研究での対象者は、比較的 IADL が高い、社会活動参加

が活発、活動への参加意向が高い人という限られた者である。また、郵送調査でデータ収

集を行ったため、より限定された対象に偏った可能性があった。最後に、本研究では対象

者が少ないため結果の解釈において、統計的に有意な関連は見られないが、活動への参加頻度

との関連への傾向として有意水準が 20％未満の変数を抽出し、その結果を記述せざるを得な

かった。今後、学歴、暮らし向きなどの社会経済的要因を加え、対象者数も増やしたうえで、

統計処理を行うことにより、介護予防ボランティア活動への参加頻度に関連する要因を改めて

明確にするべきである。
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